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研究成果概要 
 昨年度に引き続き、身近な粒子加速現場である雷雲及び落雷現象と二次宇宙線との関

係を調べるために、夏期に乗鞍観測所にて雷γ線観測用ガンマ線検出器、５台のシンチ

レーション検出器からなる空気シャワー観測装置、電界計、環境モニター等を用いた雷

雲起源γ線の観測を行った。装置構成や配置は例年同様である。NaI、CsI、BGO の３結晶

を用いたγ線観測装置は、70keV-120MeV と 3 桁のエネルギー領域をカバーする（図１）。 

 観測は 7 月 17 日から 9 月 12 日の 61 日間と、これまでで最も長く観測することがで

きた。今期は例年と較べ晴れが多く、この間

周辺で落雷事象は報告されていないが、雷

雲通過は何度かあった。8 月 16 日に中国地

方を通過した台風 20 号による影響で 19 日

に 60kV/m と中規模の電場変動を観測して

おり、データ解析中である（図 2,3）。    図１：雷雲γ線検出器概略図     

     図２：環境モニター    図３：8月 19 日のγ線検出器カウント値変動。 
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